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1. はじめに

RE系高温超電導バルク材は、液体窒素温度（77 K）で高磁場まで高い臨界電流密度を有する

ため、コンパクトで強い磁場発生が実現できるが、結晶成長に由来して磁場分布が不均一である

という課題がある。一方でMgB2は金属系超電導体としては最高の約 40 Kの転移温度 Tcを持ち[1]、
異方性が低く、比較的長いコヒーレンス長を持ち弱結合がないことから[2]、無配向の多結晶体に

おいても 105 A/cm2以上の比較的高い臨界電流密度 Jcをもち、超電導磁石として用いることができ、

特に高い磁場均一性が求められる NMR等の計測機器への応用が期待できる。

これまで我々は、リング状MgB2超電導バルク磁石の開発を行ってきた[3]。本研究では、リング

内径の大口径化に伴う磁場強度の低下を補うために、MgB2超電導体の高特性化と運転温度の特性

に与える影響を評価したので、報告する。

2. 実験方法

様々な粒径、純度を持つMg と Bの混合粉末を円盤状に成型し、Ar雰囲気下で 850℃, 3 hの熱

処理を行い、MgB2バルク体を作製した。得られた試料は X線 CTや SEM による微細組織の観察を

行うとともに、冷凍機で 15-20 Kまで冷却し、超電導マグネットを用いて磁場下冷却（FC）条件によ

り最大 5 Tの磁場下で着磁を行い、捕捉磁場特性の評価を行った。さらにバルク体から切り出し

た試料片に対して SQUID磁束計により磁化特性を評価した。

3. 結果と考察

作製したMgB2 バルク体試料は、いずれもマクロスケールのクラック、ボイド等はみられず、

原料粉末のMg粒径に応じて空孔サイズが変化するが、均一に分散した組織を有することが分か

った。また微細な B粉末(0.25 m)を用いることにより、20 Kの捕捉磁場は B粉末(46 m)を用い

た場合と比較して約 1.1 倍になることが分かった。さらにバルク体から切り出した小片試料を用

い、臨界電流密度 Jcの温度依存性を測定し、ロードライン（バルクの平均 Jcと最大経験磁場の関

係を示す直線）の温度依存性を算出したところ、20 Kの平均 Jcを 1 とした時、5 Kで約 1.5倍、

10 Kで約 1.4倍、15Kで約 1.2倍、25 Kで約 0.8倍、30 Kで約 0.5倍となり、バルク体の 15-30 K
捕捉磁場（平均 Jcに比例）の温度依存性と一致することが確認できた。
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